























































レッジに、特区指定期間中の 3年間に計 36名の教員を夏期短期研修に約 3週間派遣した。



















Language Proficiency Assessment；英語運用能力評価協会）の JACE（Junior High School





ク α2）値でそれぞれ、Level 1（中 1）＝.81、Level 2（中 2）＝.81、Level 3（中 3）＝.86であ




















































の履修時間数は、中 3（未実施、ただし NETの訪問あり）、中 2（35時間：小 6のみ週 1時
間）、中 1（70時間：小 5、小 6週 1時間）であった。各テスト・アンケートの実施が学年












































語彙・文法 リーディング リスニング 合計
N中平均 59.20 60.57 60.86 180.69
標準偏差 12.11 21.14 9.21  36.58
B中平均 54.40 57.71 56.40 168.51
標準偏差 13.24 19.42 11.25  40.15
t値  1.58   .59 1.81  1.33





標準偏差  2.78 2.60
B中平均  8.92 8.88
標準偏差  3.14 2.58
t値  3.23 2.77
















上記 2.2の研究は、2008年度以降の N中比較データが揃うまでの間に 2007年度データを
利用して行った副次的な調査であり、N中という定点での比較をする本体研究とは異なり、
表 3．JACEテスト結果の比較（中 2）
語彙・文法 リーディング リスニング 合計
N中平均 53.82 54.71 53.35 161.88
標準偏差 16.57 24.28 15.57  51.23
B中平均 48.06 53.61 43.69 145.36
標準偏差 11.85 19.44 16.35  40.84
t値  1.67   .21 2.53  1.49





標準偏差  2.60 3.03
B中平均  9.56 6.63
標準偏差  2.19 2.61
t値  3.48 3.14









2008年度の N中生の小学校英語学習総時間数は、中 3（35時間）、中 2（70時間）、中 1
（70時間）である。70時間が 2年続くのは小学校低学年への導入が 2005年のスタートの翌
2006年に開始されたことに起因する。従って 2009年度は中 3（70時間）、中 2（70時間）、
表 5．情意アンケート結果　F1：「国際コミュニケーションに対する考え方」
SS df MS F p
Between Groups  111.86   3 37.27 .89 .45
Within Groups 5724.96 136 42.09
Total 5836.82 139
Note. SS=Sum of Squares, df=degree of freedom, MS=Mean Square.
表 6．情意アンケート結果　F2：「英語学習に対する考え方」
SS df MS F p
Between Groups  132.31   3 44.10 2.13 .10
Within Groups 2821.09 136 20.74
Total 2953.40 139
Note. SS=Sum of Squares, df=degree of freedom, MS=Mean Square.
表 7．情意アンケート結果　F3：「自他に対する敬意」
SS df MS F p
Between Groups  70.90   3 23.64 1.36 .26
Within Groups 2364.89 136 17.39
Total 2435.79 139
Note. SS=Sum of Squares, df=degree of freedom, MS=Mean Square.
表 8．情意アンケート結果　F4：「英語を学習する理由」
SS df MS F p
Between Groups  16.98   3 5.66 .59 .62
Within Groups 1296.01 136 9.53
Total 1312.99 139
Note. SS=Sum of Squares, df=degree of freedom, MS=Mean Square.
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中 1（90時間：小 4開始、年間 20時間プラス）、2010年度は中 3（70時間）、中 2（90時間、




1）N中学校で 1年生 210名、2年生 214名、3 年生 203名の計 627名を対象に、リスニ
ング、リーディング、語彙・文法に関するテスト（JACEテスト）を 2009年 3月に実施した。
2）同時に、出身小学校の情報を新たに加えた情意面を調べるアンケート（計 31問：出身
小学校を問う質問を 1項目加えて、計 31項目になった）を 2009年 3月に実施した。


















2009年度の N中生の小学校英語学習総時間数は上述の通り、中 3（35時間から 70時間に





1）N中学校で 1年生 201名、2年生 209名、3年生約 223名の計 633名を対象に、リスニ
ング、リーディング、語彙・文法に関するテスト（JACEテスト）を 2010年 3月に実施した。
2）同時に、2008年度改訂版の情意アンケート（計 31問）を 2010年 3月に実施した。









































時間数は、中 3（12時間）、中 2（35時間）、中 1（70時間）であったが、2008年度は中 3（35
時間）、中 2（70時間）、中 1（70時間）に中 3、中 2で増え、2009年度は中 3（70時間）、





表 9は中学 1年生の JACEテスト結果（語彙・文法、リーディング、リスニング、各項目




















表 10は中学 2年生の JACEテスト結果（語彙・文法、リーディング、リスニング、各項
目 100点満点、合計 300点満点）の 2007年度分から 2009年度分までの比較である。
（比較結果）
・語彙・文法で 2008年が 2009年、2007年を上回る（d＝.12、d＝.11）。
・リーディングで 2008年が 2009年と 2007年を上回る（d＝.05、d＝.19）。
・リスニングで 2008年が 2009年と 2007年を上回る（d＝.18、d＝.19）。






表 9．中 1 JACE結果詳細（年度別）
スコア 0点の者を除いた平均・最高・最低値
中 1
年度 種別 語彙文法 リーディング リスニング 合計 受験者数
2007 平均点 56.33 56.07 58.59 170.99 218（－2）
最高点 100 100  90 256
最低点  25 11  36 81
2008 平均点 54.98 59.81 59.05 173.84 203（－7）
最高点 100 100 100 291
最低点  9 11  31 84
2009 平均点 56.81 60.99 60.21 178.01 199（－6）
最高点 100 100 100 288







表 11は中学 3年生の JACEテスト結果（語彙・文法、リーディング、リスニング、各項
目 100点満点、合計 300点満点）の 2007年度分から 2009年度分までの比較である。
表 10．中 2 JACE結果詳細（年度別）
スコア 0点の者を除いた平均・最高・最低値
中 2
年度 種別 語彙文法 リーディング リスニング 合計 受験者数
2007 平均点 51.97 47.34 50.74 150.05 189（－8）
最高点  91 100 100 262
最低点  18 11  19 54
2008 平均点 53.04 49.73 52.71 155.49 206（－8）
最高点 100 100  91 256
最低点  18 11  19 75
2009 平均点 51.31 48.81 50.83 151.49 204（－6）
最高点 100 100 100 265
最低点  15  9  16 57
＊表中の受験者数内（　）は無効になったデータ数
表 11．中 3 JACE結果詳細（年度別）
スコア 0点の者を除いた平均・最高・最低値
中 3
年度 種別 語彙文法 リーディング リスニング 合計 受験者数
2007 平均点 66.32 70.86 69.84 207.02 225（－4）
最高点 100 100 100 300
最低点  9  10  9 61
2008 平均点 63.01 67.01 68.96 198.97 202（－1）
最高点 100 100 100 300
最低点  24  10  19 65
2009 平均点 65.02 68.05 71.18 204.58 222（－3）
最高点 100 100 100 300


















表 12、13 は中学 2 年生 1 クラスのみを抽出して実施したインタビューテストの結果
表 12．会話（Conversation）
中 2一クラスのみ 年度 種別 素点 ラッシュ値 受験者数
2007 平均点 11.54  .29 31
標準偏差  2.62 3.07
2008 平均点 13.55  .49 35
標準偏差  1.65 1.98
2009 平均点 14.03  .55 34
標準偏差  1.98 1.91
表 13．ストーリー・テリング（Story-telling）
中 2 年度 種別 素点 ラッシュ値 受験者数
2007 平均点  7.57 －.13 31
標準偏差  3.10 2.93
2008 平均点 11.39  .01 35
標準偏差  3.03 2.73
2009 平均点 13.35  .03 34
標準偏差  2.98 2.69
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（Conversation、Story-tellingの 2観点）の 2007年度分から 2009年度分までの比較である。
全学年実施が望ましかったが、個別実施のため時間がかり、対象者を 2年生の 1クラスに



















































































































































































































































回った：ラッシュ値比較 2007（M＝52.24 SD＝8.39）、2008（M＝50.11 SD＝8.22）；t（405）＝































中学校 1年生 小 5・70時間 小 5・70時間 小 4・90時間
中学校 2年生 小 6・35時間 小 5・70時間 小 5・70時間
中学校 3年生 なし 小 6・35時間 小 5・70時間
（1）英語スキル　1年生に関しては語彙・文法、リーディング、リスニングの 3項目で 2009
年度の中 1生が 3項目全てで 2007年度生、2008年度生を上回った。これらを説明する理由
の可能性として以下が挙げられる。
















































 1） 寝屋川市では ALT: Assistant Language Teacherのことをこう呼び慣わしている。
 2） クロンバック α（Cronbach’s coefficient alpha）はテストの信頼性（内容的妥当性・一貫性）を調べ
るために使われる。α値は通常（0.7～0.8）以上を満たすべきであるとされている。








 5） F5は質問項目が 2個のみで、対象数が少ない場合は信頼性に欠けるためこの分析（2.2.2）には含
めなかった。
 6）Cohen’s dは二つの母集団の平均値の差に関する効果量を表す。Field（2005）では効果サイズに関
して 0.2以上を small effect、0.5以上を medium effect、0.8以上を large effectとしている。d値と p
値の関係は、例えば表 12、13の分析を例に取ると具体的には次のようになる。
Conversation
 2007（M＝11.54 SD＝2.62)、2008（M＝13.55 SD＝2.65）；t（64）＝-3.79、p＝.000、d＝.75（close to
large effect size）




 2007（M＝7.57 SD＝3.10）、2008（M＝11.39 SD＝3.03；t（64）＝-5.06、p＝.000、d＝1.23（large
effect size）
 2008（M＝11.39 SD＝3.03；2009（M＝13.35 SD＝2.98）t（67）＝-3.91、p＝.000、d＝.80（large
effect size）
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